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• Herschel/PACS の BD, very low mass stars (M5.5-L0) 55 個 (IR excess が見られたのは 
46 ターゲット) のディスクデータを再解析することにより、ベイズ推定を用いてディスクの
性質を求めた。わかったことは以下 

1.ディスクフレアリングが sun-like stars に比較し大きい 

2.ディスク質量がオーダーで小さい 

3.スケールハイトは同程度 

• スペクトルタイプにより Early / Late type に分けて両者を比較 

1.フレアリング index 及び scale hight の スペクトルタイプ依存性が見られた 

2.質量に関してはクリアなトレンドなし (observation bias / IR photometry から円盤質量
に焼き直すときの不定性？？) 

3.今まで最も多くのサンプルを用いた均一な解析





v
• ダスト-ガス比によって生じる 新しいhydrodinamical instability について調べた。 
(使った code はsphNG <̶ 3-d SPH, Mstar=1Msun, Mdisk=0.03 Msun, gass 円盤半
径 2.6-16.1 AU, H/r = 0.025, 0.05, 0.10, dust/gas = 0.001, 0.01, 0.1) 

1.ダスト沈降によって不安定性が生じる 

2.垂直方向のエントロピー勾配が生じる 

3.圧力勾配が生じ結果、troidal 方向の渦がしょうじ、ダストがリング中に集められ
る。 

• HL Tau, TW Hya などのリングを説明可能？ 

• この不安定性はより多くの可能性を示すかもしれず、dust 凝縮を助け、large planet 
のマイグレーションに影響を与え、円盤中の角運動量の輸送を修正するかもしれない
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http://www.astro.ex.ac.uk/people/mbate/Animations/dust1.html	


http://www.astro.ex.ac.uk/people/mbate/Animations/dust1.html


• complex organic molecule (prebiotic ?) がどのように形成されるかは不明。 

• ソースごとのアバンダンスを比較することが必要 

• IRAM 30m を用いて W51/E2, G34.3+0.2 (どちらも大質量星形成領域) の 
((CH2OH)2), (CH2OHCHO), (HCOOCH3) を調べた。 

• 両方とものソースで ((CH2OH)2) が tentative な検出



• 他のソースと比較した結果、ソース光度と HCOOCH3/
(CH2OH)2, HCOOCH3/CH2OHCHO には相関があるかも。環境
中である加熱源にさらされたタイムスケールの違い？ 

• (CH2OH)2/CH2OHCHO の lower limit を求めた結果、コメット
中の高い同比は特別なものではない。

赤 : (CH2OH)2 
青 : 他のラインもろもろ



• 円盤形成において giant planet は migration によって、円盤の inner edge に移動する。そして、そのような惑星の
質量が <~ Jupiter mass だった場合、その (migrate 後の) 半径に残る。著者たちはこのような惑星は <1Gyr の 
timescale でtidal interaction により、host 星に取り込まれると主張。 

• 使ったのは monte-carlo シミュレーション 

• 取り込まれるときに、solar-type host の時は非常に惑星が miss-align していた場合でも、stellar axis は惑星軌道角
度に近づく 

• ただし、これは Teff > 6250 K では起こらない  

• spin 角運動量が惑星軌道角運動量に比較し非常に大きいため 

• hot jupiter の軌道が外側にあるほど、影響は小さい (tidal force が semimajor-axis の増加により急激に現象) 

• ~50% の星が hot jupiter を有しているとすると 

1.planet の質量/軌道周期に関係なく cool-star (<- 褐色矮星 or planetary mass object??) 系では惑星軌道と spin 
の alignment が見られる。 

2. hot star 周りでは mis-aligned planet の方が多い 

3.逆行を示す hot Jupiter の質量には制限がつく 

4.stellar spin period と hot jupiter mass には相関





• Red MSX Soruce survey のより同定された outflow source と考えられる 99 個の 
IR bright MYSOs/compact HII region を C

18
O(3‒2) 輝線で観測(距離は < 6 

kpc) 。 

• Larson like な 関係を観測 (Larson’s low は 表面密度が限られた場所で成り立つ) と 
consistent。 

• MYSO と CHII region には性質の違いは見られず、C
18
O でトレースされるコアの性

質は massive core の形成段階で決まる。 

• C
18
O と dust continuum には強い相関があり、同じ場所をトレースしている。 

• core mass と luminosity には強い相関 

• mass と luminosity 関係は 40 % の SFE を仮定したときのそれと consistent 。ほ
とんどの MYSOs/CHII region は同じ evolutionary stage にいる。




